
 

平成３０年度社会福祉法人清祥会事業計画書 

 

Ⅰ 基本理念 

職員は常に、目標意識をもって職業倫理を追求し、「利用者にサービスを

させていただく」という思いで、心のこもったサービスを提供し、利用者、

ご家族、そして地域の皆様から信頼される「あったかいホーム」づくりを目

指します。 

 

Ⅱ 基本方針 

＊利用者の持つ能力に応じて自立した日常生活を営むことができるよう支 

援する。（自立支援） 

  ＊利用者の尊厳を守り、意思や人格を尊重し、利用者の立場にたったサー 

ビスを提供する。（利用者の尊重） 

  ＊地域住民及び関係機関との連携を密にし、地域の介護・福祉の拠点にな 

る事を目指す。（地域に貢献） 

  ＊効率的で安定した施設運営に努める。（効率的な運営） 

  ＊働きやすく、働きがいのある職場環境づくりに努める。（職場環境） 

 

Ⅲ 事業計画 

○利用者が穏やかに安らぎのある日々を送っていただけるように職員がい

つも笑顔で対応する。 

○人権の尊重 

・真心と笑顔を大切にし、その人らしく自立した生活が出来るようなサービ

スを提供する。 

・職員に対する倫理教育の充実を図ります。 

・個人情報保護方針の意識付けを行い秘密保持に努めます。 

○サービスの質の向上 

・サービスの提供についての職員ミーティング・研修を実施し共通認識を共

有する取り組みを実践していきます。  

・サービスの自己点検→評価→改善していきます。 

・外部・内部研修の充実を図る。 

・リスクマネジメントの徹底。 

○施設の点検及び修繕 

・設備の点検を定期的に行い、設備の安全管理に努める。 

○災害時の避難訓練 

・火災・地震・風水害・原子力災害を想定した避難訓練を実施し、職員及び

利用者の防災についての意識付けが出来るように努めます。 



 

≪提供するサービス≫ 

 

 

 

 

 

 

１． 地域密着型介護老人福祉施設生活介護（ユニット型） 

 

【サービスの内容】 

（１）各ユニットにおいて、入所者が相互に社会的関係を築き、自律的な日

常生活を営むことを支援するよう、入所者の心身の状況に応じて､適切

な技術を持って行う。 

（２）入所者の日常生活における家事を、入所者が、その心身の状況等に応

じて、それぞれの役割を持って行うよう適切に支援を行う。 

（３）入所者が身体の清潔を維持し、精神的に快適な生活を営むことができ

るよう、適切な方法により､入所者を入浴させ､又は清拭を行う。 

（４）入所者に対し､その心身の状況に応じて､適切な方法により､排泄の自

立について必要な支援を行う。 

（５）おむつを使用せざるを得ない入所者については、排泄の自立を図りつ

つ、おむつを適切に取り替える。 

（６）福祉施設は、褥瘡が発生しないよう適切な介護を行うとともに、褥瘡

対策指針を定め、その発症を防止するための体制を整備する。 

（７）福祉施設は、入所者に対し、その負担により、福祉施設の従業者以外

の者による介護を受けさせてはならない。 

（８）食事の提供は､栄養並びに入所者の身体の状況及び嗜好を考慮し、適

切な方法により、食事の自立について必要な支援を行う。また、生活

習慣を尊重した適切な時間に食事を提供し、自立して食事を摂ること

ができるよう、必要な時間の確保を行う。 

（９）食事の提供は､入所者が相互に社会的関係を築くことができるよう、

その意思を尊重しつつ、入所者が共同生活室で食事を摂ることを支援

する。 

 

１． 地域密着型介護老人福祉施設生活介護（ユニット型） 

２． （介護予防）短期入所生活介護（ユニット型） 

３． 地域密着型通所介護 

４． 大洲市介護予防・日常生活支援総合事業指定第 1号通所事業 

 



【費用負担】 

 

ユニット型地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護費 

区  分 
要 

介護 1 
要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 

1 サービス利用料金

（１割負担額） 

644円 

/日 

712円 

/日 

785円 

/日 

854円 

/日 

922円 

/日 

2 食 費 1,380円/日 

3 居住費 1,970円/日 

 

加算 

看護体制加算（Ⅰ）      12円/日  看護体制加算（Ⅱ）      23円/日 

栄養マネジメント加算   14円/日  口腔衛生体制加算      300円/月 

日常生活継続支援加算（Ⅱ） 46円/日  口腔衛生管理加算   900円/月 

若年性認知症入所者受入加算 120円/日 療養食加算         18円/日  

外泊時費用 246円/日        初期加算             30円/日 

排泄支援加算 1,000円/月 褥瘡マネジメント加算 100円/月（3ヶ月に 1回限度） 

退所前訪問相談援助加算     460円/回 

退所後訪問相談援助加算 460円/回 

退所時相談援助加算         400円/回 

退所前連携加算         500円/回 

在宅復帰支援機能加算      10円/日 在宅・入所相互利用加算 40円/日 

介護職員処遇改善加算Ⅰ 8.3％ 

看取り介護加算 亡くなられた日以前 4日以上 30日以下    144円/日 

亡くなられた前日及び前々日             680円/日 

亡くなられた日                      1,280円/日 

 

【３０年度の目標値】 

 

入所定員    稼働日   稼働率     延利用人数 

 ２９人   ３６５日   ９９％    １０，４７９人 

 

 

 

 



２．（介護予防）短期入所生活介護（ユニット型） 

 

【サービスの内容】 

（１）ユニットにおいて、利用者が相互に社会的関係を築き、自律的な日常

生活を営むことを支援するよう、利用者の心身の状況に応じて､適切な

技術を持って行う。 

 （２）利用者の日常生活における家事を、利用者が、その心身の状況等に応

じて、それぞれの役割を持って行うよう適切に支援を行う。 

 （３）利用者が身体の清潔を維持し、精神的に快適な生活を営むことができ

るよう、適切な方法により､利用者を入浴させ､又は清拭を行う。 

 （４）利用者に対し､その心身の状況に応じて､適切な方法により､排泄の自

立について必要な支援を行う。 

 （５）おむつを使用せざるを得ない利用者については、排泄の自立を図りつ

つ、おむつを適切に取り替える。 

 （６）事業所は、前各項に定めるほか、利用者が行う離床、着替え、整容等

の日常生活上の行為を適切に支援する。 

 （７）事業所は、利用者に対し、その負担により、事業所の従業者以外の者

による介護を受けさせてはならない。 

 （８）食事の提供は､栄養並びに利用者の身体の状況及び嗜好を考慮し、適

切な方法により、食事の自立について必要な支援を行う。また、生活

習慣を尊重した適切な時間に食事を提供し、自立して食事を摂ること

ができるよう、必要な時間の確保を行う。 

 （９）食事の提供は､利用者が相互に社会的関係を築くことができるよう、

その意思を尊重しつつ、利用者が共同生活室で食事を摂ることを支援

する。 

（10）事業所は､利用者の嗜好に応じた趣味、教養又は娯楽に係る活動の機

会を提供し、自律的に行うこれらの活動を支援する。また利用者の家

族との連携を図るよう努めるものする。 

 （11）事業所は､利用者の心身の状況等踏まえ、必要に応じて日常生活を送

る上で必要な生活機能の改善又は維持のための機能訓練を行うものと

する。 

 （12）事業所は、教養娯楽設備等を備えるほか、適宜利用者のためのレクリ

エーション行事を行うものとし、常に利用者の家族との連携を図るよ

う努めるものとする。 

 

 

 

 



【費用負担】 

 

施設サービス費 

区   分 
要支援

1 

要支援

2 

要介護

1 

要介護

2 

要介護

3 

要介護

4 

要介護

5 

１サ－ビス利用

料 

（１割負担額） 

512円 

/日 

636円 

/日 

682円 

/日 

749円 

/日 

822円 

/日 

889円 

/日 

956円 

/日 

２食費 

朝 食 280円/食 

昼 食 600円/食 

夕 食 500円/食 

３滞在費 1,970 円/日 

  

加算 

看護体制加算（Ⅰ）イ 4円/日      看護体制加算（Ⅱ）イ  8円/日 

サービス提供体制強化加算  Ⅰイ 18円/日   Ⅰロ 12円/日 

介護職員処遇改善加算Ⅰ 8.3％   

若年性認知症利用者受入加算   120円/日 

送迎加算（片道）184円/ 

療養食加算 23円/日 

緊急短期入所受入加算（短期入所生活介護のみ）    90円/日 

 

 

【３０年度の目標値】 

 

利用定員    稼働日   稼働率     延利用人数 

 １０人   ３６５日   ９５％     ３，４６７人 

 

 

３． 地域密着型通所介護 

 

【サービスの内容】 

（１）送迎 

（２）生活指導(相談援助等) 

（３）機能訓練(日常動作訓練) 

（４）介護サービス･入浴サービス 

（５）給食サービス 



（６）介護方法の指導 

（７）一般的健康状態の確認 

（８）その他、サービスの提供に必要と認められる援助 

 

【費用負担】 

サービス費 

区   分 
要介護 

1 

要介護 

2 

要介護 

3 

要介護 

4 

要介護 

5 

サービス利用料金

（１割負担額） 

641円 

/日 

757円 

/日 

874円 

/日 

990円 

/日 

1,107円 

/日 

 

加算 

介護職員処遇改善加算Ⅰ 5.9％ 

サービス提供体制強化加算（Ⅰ） 18円/回   

入浴介助加算 50円/回            

若年性認知症利用者受入加算 60円   

 

【３０年度の目標値】 

 

利用定員    稼働日   稼働率     延利用人数 

 １５人   ２５７日   ６６％     ２，５４４人 

                       （内地域密着型通所 80％） 

 

４．大洲市介護予防・日常生活支援総合事業指定第 1号通所事業 

 

【サービスの内容】 

（１）送迎 

（２）生活指導(相談援助等) 

（３）機能訓練(日常動作訓練) 

（４）介護サービス･入浴サービス 

（５）給食サービス 

（６）介護方法の指導 

（７）一般的健康状態の確認 

（８）その他、サービスの提供に必要と認められる援助 

 

【費用負担】 

サービス費 



区  分 
要支援 

１相当 

要支援 

２相当 

サービス利用料金

（１割負担額）

1,647円 

/月 

3,377円 

/月 

加算 

介護職員処遇改善加算Ⅰ 5.9％ 

サービス提供体制強化加算（Ⅰ） 要支援１ 72円/月支援２ 144円/月

入浴介助加算 50円  

【３０年度の目標値】 

利用定員 稼働日 稼働率 延利用人数 

１５人 ２５７日 ６６％ ２，５４４人 

（内総合事業 20％） 

Ⅳ 地域における公益的取り組み 

１．住民の居場所（サロン）、活動場所の提供を通じた地域課題の把握や地域 

づくりに関する取組に務める。（対象：柴地区） 

○地元代表者、民生委員等と相談の上、地域交流の場を地域住民の居場所

として提供し、情報交換の中から課題の把握に努める。 

２．相談対応 介護保険制度をはじめとする福祉制度の疑問に答えるため定 

期的に相談会を開催する。（対象：柴地区） 

３．緊急時支援 福祉避難所の指定を受け災害時に備える。（平成 30年 3月 

指定） 

４．災害時に備えた地域のコミュニティづくり 白滝地区自主防災組織に加 

入し、災害時に備えた地域のコミュニティづくりに努める。（H27年度加入） 

５．福祉勉強会の開催 

○柴地区を対象とした福祉勉強会を開催し、介護保険制度や施設の状況を

説明し、理解を深めて頂く。

○近隣の中学校へ出向き、福祉制度や施設の状況を説明し、理解を深めて

もらう。

６．中高生のワークキャンプの受け入れ・中学生の職場体験の受け入れを行 

い、福祉施設で働くよろこびを体験してもらう。 



平成 30年度 重点目標及び部署目標 

清祥会ひまわり 

重点目標 

○利用者様に心のこもった質の高い介護サービスを提供する。 

～｛想い｝によりそい笑顔のある介護を目指す｜～ 

 

○地域行事に積極的に参加し、連携をより深める。 

 

特養・短期・

通所共通 

（キャリアパ

スⅡ） 

≪介護職員との意見交換を踏まえた資質向上のための目標≫ 

利用者のニーズに応じた良質なサービスを提供するために、介護職員が

介護技術、コミュニケーション能力の向上に努める。 

 

特養・ショー

ト部門目標 

○安心して生活が送れるよう多職種と連携を図り、心のこもった対応、

言葉使いを心掛け利用者さまに応じたサービスを提供する。 

○クラブ活動、外出などの諸活動の充実。日々の生活を楽しめるよう援

助する。 

○明るい職場、働きやすい人間関係作りに務める。 

○家庭的な雰囲気で過ごせるようなユニット作りに努めるとともに事故

の軽減を図る。また退所時の忘れものをなくす。 

デイサービス

部門 

○心のこもったサービスを提供し、利用者さまやご家族さまとの関わり

を深め、信頼関係を維持すると共に和やかな雰囲気のあるデイサービス

を目指していく。 

看護部門 

○利用者さんの健康管理を行い、異常の早期発見、早期治療に努める 

○利用者さん個々に合わせた看護、医療を考え提供する。 

○感染予防に努めるとともに、職員自身の体調管理も徹底する。 

リハビリテー

ション部門 

生活は身体に表れる：安楽な姿勢・安全な動作で日常生活を送ることが

体の機能維持につながる 

①生活のすべての動作を姿勢から見直すため、適切に評価し計画に反映

させる 

②利用者様も介護者も楽で安全な介護方法の提案を計画し、確実な実行

に向け取り組む 

給食部門 
○厨房内の衛生管理の徹底 

○おいしく楽しい食事作り、また利用者様の栄養管理に努める 

事務部門 

○介護支援専門員：利用者さん、ご家族の意向に沿ったケアプランを作

成、その方が望む生活（自立）に向けた取り組みを行い、実現できるよ

う努める。 

○生活相談員：ご家族やケアマネへのホウレンソウ（報告・連絡・相談）

を行い、的確な対応に努める。 

○事務所：窓口及び電話において丁寧な対応に努める 

 



月間行事 週間行事 日　　課

4 昭和の日

3月31日（土）
花見会（地域交流も兼
ねて）（庭桜）
4月2日（水）
チューリップ見学（フラ
ワーパーク）

施設内研修
・個人情報保護外
南予老施協研修会参加

運営推進会議（特養）
苦情処理委員会

5

憲法記念日
みどりの日
こどもの日
母の日

5月16日（水）
つつじ見学
5月21・22日（月・火）
料理クラブ

施設内研修
・事故の再発防止につ
いて
県老施協大会参加（県
老施協ー松山）

6 父の日

6月6日（水）
菖蒲見物（新谷）

・どろんこミニバレー見
物

・合同風船バレー大会
（長浜ひまわり）

施設内研修
・感染の予防及び蔓延
防止について（食中毒）
県老施協研修会参加
南予老施協研修会参加

入所検討委員会
運営推進会議（特養・デ
イ）
苦情処理委員会

どろんこミニバレーボー
ル大会（分館前水田）
６月１７日

7
七夕祭り
海の日

7月21・22日（火・水）
料理クラブ

・大洲ひまわり盆踊り

施設内研修
・ターミナルケアについ
て
大洲ひまわり盆踊り参
加
誤嚥性肺炎研修会（大
洲）

県老施協研修会参加
南予老施協研修会参加

8

花火大会
お盆
終戦記念日
山の日

8月21・22日（火・水）
料理クラブ

・長浜ひまわり夕涼み
会

施設内研修
・感染制御について
長浜ひまわり夕涼み会
参加
南予老施協研修会参加

運営推進会議（特養）
苦情処理委員会

慰霊盆踊り大会
（柴体育館前広場）
８月１５日

9
敬老の日
秋分の日

9月25・26日（火・水）
料理クラブ

県老施協研修会参加
南予老施協研修会参加

入所検討委員会
消防設備点検
防災避難訓練（夜間想
定）

敬老会（柴体育館）
９月１６日

10 体育の日
10月24日（水）
コスモス見学（五郎）

施設内研修
・ウィルス感染症につい
て
県老施協研修会参加
南予老施協研修会参加

運営推進会議（特養）
苦情処理委員会

柴地区運動会（柴体育館

前広場）１０月７日
柴地区神輿１０月２１日

11
文化の日
勤労感謝の
日

11月14日（水）
外出
11月278・28日（火・水）
料理クラブ

施設内研修
・事故発生時（転倒、誤
嚥等）の対応について
「介護の日」イベント参
加
県老施協研修会参加
南予老施協研修会参加

12
クリスマス
天皇誕生日

12月11日（水）
餅つき会
12月19日（水）
クリスマス会

県老施協研修会参加
大掃除

入所検討委員会
運営推進会議（特養・デ
イ）
苦情処理委員会

門松作り（柴分館）

1
元旦
成人の日

1月4～5日（金・土）
初詣
1月23日（水）
新春カラオケ大会

施設内研修
・身体拘束廃止、高齢
者虐待の定義について
県老施協研修会参加

どんど焼き１月６日
（柴分館）

2
建国記念日
節分

2月3日（日）
節分の豆まき
2月19・20日（火・水）
料理クラブ

施設内研修
・接遇研修

運営推進会議（特養）
苦情処理委員会

柴地区歩こう大会
２月２４日
（白滝大橋、祗園橋、堤防
等）

3
春分の日
ひな祭り

3月13日（水）
菜の花見学（五郎）
3月27日（水）
いちご狩り

施設内研修
・褥瘡予防について 入所検討委員会

防災避難訓練

松花堂弁当（月１回）
赤飯の日（月１日）
ご当地メニュー（月１回）

体重測定
散髪（第４水曜
日）
行事食
敬老の日
クリスマス
年越しそば
おせち
節分
ひな祭り
子供の日
土用の丑
七夕

（月例会議）
運営連絡会
給食委員会
事故防止対策
委員会
身体拘束廃止・
虐待防止委員
会

（隔月開催）
感染対策委員
会
褥瘡予防対策
委員会

往診（水）
入浴（週２回）
整容
　爪切り、髭剃り
居室清掃
シーツ交換

口腔清掃
体操
着替え
洗面・整髪
トイレ誘導
食事介助
おやつ介助
見守り
会話・相談
散歩
レク
リハビリ

平　成　30　年　度　年　間　活　動　計　画　表　

清祥会ひまわり

月 一般行事 利用者対象 職員対象等 管理業務
備　　　　　考

地域行事


